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≪Ⅱ．事業概要≫
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≪Ⅲ．投入量≫

12

13 総コスト(ｃ)=(a)+(ｂ) 千円 315,847 162,409 46,835 1,570,919

人件費  （ｂ） 千円 45,510 37,310 31,292 30,996

その他（　寄附金　） 千円 195 275

市債 千円 15,900 1,530,000

200

財
源
内
訳

国・府支出金 千円 200,718 89,519 3,523 1,056

受益者負担金(使用料、手数料等）　 千円 92 85 260

需用費 千円 1,343 2,796 1,915 1,230

史跡等購入事業費 千円 249,601 106,688 0 1,530,000

主
な
事
業
費
内
訳

委託料 千円 14,074 11,589

賃金 千円 2,943 2,970 1,434 450

11,818 4,598

直接実施以外の主な支出先 　委託業者

事
業
コ
ス
ト
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項　　　目 単位 H28年度決算

事
業
概
要

H29年度決算 H30年度決算 R1年度予算

事業費  (a) 千円 270,337 125,099 15,543 1,539,923

一般財源 千円 69,619 19,393 11,660 8,407

8
事業の目的
（どのような状況にしたい
のか）

・百舌鳥古墳群の恒久的な保存を講じ、歴史と文化を活かしたまちづくりに寄与する。
・歴史文化都市としてのアイデンティティー（拠りどころ・顔）を確立し、都市魅力を創出することにより、堺市に行き
たい・見たい・住みたいの魅力を高める。
・世界文化遺産登録にむけた資産（各古墳）の条件整備を進め、登録早期実現に寄与する。
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事業内容
（スケジュール、実施方
法・手段、事業ボリューム
など）

・史跡指定、および史跡整備をめざし、その基礎資料等を得るための確認調査を実施
・普及啓発事業の実施による市民意識の醸成
・史跡の恒久的な保存・活用をめざした指定地の公有化

直接実施 指定管理 委託 補助金 負担金 その他 （　　　　　　　　　　　　　　　）

市外郭団体

地域団体・市民 民間企業・ＮＰＯ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7
事業の対象
（誰を、何を対象としている
のか）

　市民・観光客

5 事業実施の経緯
　かつて１００基以上の古墳で構成された百舌鳥古墳群だが、現在は４４基を残すのみである。しかし、それらでさ
え開発行為で失われる可能性があり、恒久的な保存を講じるためには、中小の古墳を含めた「群」としての史跡
指定が不可欠であることから、この事業を開始した。

6
事業の実施主体
（誰が実施しているの
か。）

本庁 各区 出先機関 （　文化財課分室　　）

担当部署名 文化観光 文化 文化財 評価責任者（課長名） 鹿野

基
本
情
報

1
堺市マスタープランの政策体
系に基づく事業の位置付け

政策 2 誰もが幸せで、暮らしの質の高いまちを実現します

事業開始年度 平成 19 年度

3 根拠法令等
（法令、条例、規則、要綱等）

　文化財保護法

4 関連計画 　堺市歴史的風致維持向上計画　国史跡百舌鳥古墳群整備基本計画(第1期)

令和元年度　事務事業総点検シート（１）

[ 平成３０年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

事務事業名 　百舌鳥古墳群保存活用事業 シート番号 08-48

詳細点検

終了（予定）年度 年度

後期実施計画
の位置付け

施策 1 歴史文化を活かしたまちづくりの推進 有



≪Ⅳ．評価 （測定・分析）≫

ロジックモデルの考え方

事業の活動内容や成果

業績の分析

【分析のチェックポイント】
〇 事業の達成度はどうでしたか。

〇

〇 資源投入は適切でしたか。

〇

〇

400%

430

達成率

算出方法・設定根拠など 講演会場定員の8割を目標値とする。

評価 少し悪い 少し悪い 良い
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目標を達成できた、または達成できなかった要因についての分析
(その他、関連情報に基づいた分析）

　整備に伴う御廟表塚古墳発掘調査は、堺市百舌鳥古墳群等史跡保存整備委員会や大阪府
教育委員会の指導を得ながら進めることにより、予定通り今後の整備内容に反映することがで
きたと考えられる。いたすけ古墳環境整備業務は年次計画通り段階的に進められている。ま
た、出土品の保存措置を講じることでその適正な管理が図れるとともに今後一層の活用が見込
まれる。百舌鳥古墳群講演会では世界文化遺産登録への期待や仁徳天皇陵古墳の共同調査
に対する関心の高さが窺え、古墳群保護の意識が一層深まったと思われる。

事前想定できない外的要因の影響
はありませんでしたか。

事業の有効性は高いですか。低
いですか。

実績値 460

達成率 72% 67% 109%

指標名 単位

史跡指定（国および地方指定） 件
実績値 4 0 2

200%

令和元年度　事務事業総点検シート（２）
事務事業名 　百舌鳥古墳群保存活用事業 シート番号 08-48

活動
（アクティビティ）

活動結果
（アウトプット）

成果
（アウトカム）

問題に対処するための
具体的活動

活動が実施されたこと
を示す事実

期待される変化

【達成率に基づいた評価基準】

普通 80%以上100%未満

５W２Hを踏まえて、実施過程に問題は
ありませんでしたか。

大変良い 120%以上

良い 100%以上120%未満

少し悪い 60%以上80%未満

悪い 60%未満

700

評価 達成率〔14〕平成３０年度実績の欄に定性的・定量的情報も含め、活動・結果・成果について具体的に記載

〔15〕または〔16〕に定量的な指標、または定性的な目標を記載

評価 大変良い 悪い 大変良い

0%15

算出方法・設定根拠など 史跡指定に向けて確認調査や文化庁と協議を実施。
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指標名 単位

目標値 640 640 640 640

目標値 1 1 1 1

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

活
動
実
績
と
成
果
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平成３０年度実績

　百舌鳥古墳群の整備および環境整備のため、御廟表塚古墳での発掘調査といたすけ古墳の環境整備（竹木伐採）を実施した。また、寺山
南山古墳等の発掘調査で出土した埴輪とニサンザイ古墳の発掘調査で出土した木製品を保存処理した。
　結果、百舌鳥古墳群整備基本計画で短期事業に位置付ける御廟表塚古墳の整備に必要な基礎資料を得ることができた。いたすけ古墳で
は、濠へ向かって生育する竹木を伐採することで墳丘土砂の崩落予防につながった。また、出土品の保存措置を講じることでその適正な管
理が図れるとともに一層の活用が見込まれる。
　第9回百舌鳥古墳群講演会は「海を渡った交流の証し」と題して３名の講師にご講演いただいたほか、世界文化遺産登録の進捗状況や仁
徳天皇陵古墳の共同調査について本市職員が報告した。結果、700人の参加があり、百舌鳥古墳群の価値や最新の動向について理解が深
まったものと思われる。

講演会に参加した人数 人

目的の達成に寄与因果関係 因果関係


